
UBER

MaaS

Airbnb

②利用者の
　リクエストと
　位置情報

UBERサーバ

⑥決済と
　ドライバーの
　評価

①タクシーの情報を
　リアルタイムで
　収集

④利用者の
　情報を送信

③マッチング

⑤配車

目的地や時間ごとに必要な交通手段を
自分で取捨選択しなければならない

すべての交通手段を1つのサービス
としてまとめて利用できる！

ビッグデータ
収集

現在 MaaS

Airbnb

ビッグデータ
収集

宿泊需要の予測／
宿泊料の算出

民泊 民泊

▲IoTによって人の移動や宿泊サービスのあり方が変わりつつある。より快適な暮らしを実
現するためには、IoTは欠かせない技術といえるだろう。

IoTが人と車、宿をつなぐ

IoTが革新的イノベーションをもたらした交通業界や宿泊業

IoTで新産業が活性化！
「UBER」「MaaS」「Airbnb」

自動車産業以外にも、IoTが革新的なイノベーションをもたらし
た業界は多数あります。その代表例が「U

ウ ー バ ー

BER」です。スマートフォ
ンのアプリとGPSを利用して、タクシーの車種や現在位置、空車情
報をリアルタイムでクラウドに収集します。利用者のリクエストと
GPSによる位置情報をマッチングすることで、無駄を最小限に抑え
た配車システムを実現し、タクシー業界に革命を起こしました。
また、最近ではIoT技術を使って自家用車以外のすべての交通手

段の情報をクラウドに集約し、シームレスな移動サービスを実現す
る「M

マ ー ス

aaS（Mobility as a Service）」と呼ばれる概念も登場
しています。MaaSによって都市の交通手段が効率化されれば、ユー
ザーの利便性向上や経費削減、省エネ、渋滞の緩和、環境汚染対策
などにつながることでしょう。来たるべきスマートシティのインフ
ラとして期待が高まっています。
さらに、「A

エアビーアンドビー

irbnb」の登場で「民泊」という新たな営業形態が
出現し、宿泊業界の構図は大きく変わりました。Airbnbがこれほ
ど市場で歓迎された理由として、IoTの存在が非常に大きいといえ
ます。Airbnb自体は、基本的に貸し手と借り手のマッチングサー
ビスに過ぎませんが、収集した膨大なビッグデータをもとにAIを
使って宿泊需要を予測する「Pricing Tips」や、適切な宿泊料をAI
で算出するサービスを顧客に提供しています。また、鍵の受け渡し
や宿泊客の入退室をオンラインで自動管理できる「スマートロック」
など、スマートホーム用IoTデバイスは民泊に最適な技術なのです。
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スマートフォン

サービス

情報

デバイス

データ

あらゆる分野のサービスへ波及

IoT

Bluetooth Low Energy 指示

多くの人が持つスマートフォンが
さまざまなサービスとユーザーを

つなぐハブとなる

省電力化により、
センサーやデバイスの用途が

広がる

▲「デバイス」と「インターネット」のハブとなるスマートフォンと、省電力のBLEにより、
IoTの可能性はより広がった。

IoTの普及を押し進めた、BLEとスマートフォンの存在

IoTの加速度的な普及にスマートフォンの存在あり

なぜIoTが普及したのか

IoTという言葉は10年前はあまり耳にしませんでしたが、ここ数
年で急激に認知されるようになりました。しかし、突如現れたわけ
ではなく、IoTの概念は30年ほど前からありました。「センサーが
取り付けられたモノとモノがネットワークを形成し、それらと同期
するデバイスを使う人間にとって便利な環境を創る」、この概念は
1988年にユビキタスコンピューティングと名付けられました。その
後、ユビキタスネットワークという言葉が出現し、多少の変化を経
てIoTという言葉が生まれたといわれています。
そこから今日までにさまざまなサービスが提供され、世界に多大

なるインパクトを与え続けていますが、それを支えてきたのが、無
線通信技術やセンサーテクノロジーなどの技術革新です。近年で１
つ例を挙げるとすれば、Bluetoothの省電力化規格「BLE（Bluetooth 
Low Energy）」でしょう。人が使うデバイスは小型化が必須であり、
当然バッテリーも小さくなるので、その小さな容量に見合った電力
消費にする必要があります。そこをBLEが担ったのです。
このような技術革新と合わせて、スマートフォンの登場なくして

はIoTの普及を語ることはできません。あらゆるデバイスと人をイ
ンターネットにつなぐインターフェースとしての活躍ぶりもそうで
すが、スマートフォンを持つことは、人々の一般的なライフスタイ
ルになっています。現在では、手放されることがないこの機器をハ
ブにして、IoTのビジネスモデルが設計されているため、スマート
フォンがIoTの普及を加速させているのは確かです。
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Microsoft
Azure
Microsoft
Azure

画像を
解析処理
画像を
解析処理

稚魚の流量を
自動制御
稚魚の流量を
自動制御

稚魚いけす稚魚いけす 移送ポンプ移送ポンプ
出荷選別用の
ベルトコンベア
出荷選別用の
ベルトコンベア

移送移送 移送移送 移送移送

流量を
自動制御
流量を
自動制御 出荷出荷

出荷用いけす出荷用いけす

監視カメラで
画像撮影
監視カメラで
画像撮影

監視カメラ
で画像撮影
監視カメラ
で画像撮影

センサーやカメラなどを設置し、
水温や塩分濃度などを記録
センサーやカメラなどを設置し、
水温や塩分濃度などを記録

データを
可視化する
データを
可視化する

第一次産業である農業や水産業、林業などの分野は、人間がコン
トロールしきれない自然を相手にするため、長い間、熟練者の経験
と勘に頼った運要素の大きい産業だといわれてきました。しかし、
第一次産業は現在、IoTによってその姿を急速に変えつつあります。
水産業もその例外ではありません。
IoTを利用すれば、漁場や養殖場の気象情報、水温や酸素、塩分

濃度、海流といった海洋情報、さらには水中カメラの映像データな
どを、現地に直接出向くことなくビッグデータとして収集できるよ
うになります。収集されたデータは漁獲データと比較したり、AI
などで分析したりすることで、これまで熟練者の経験と勘に頼って
いた漁獲量を可視化することができ、漁業の大幅な効率化につなが
ります。中でも養殖業では、海に出ることなく環境データを収集し
たり、養殖魚の育成状態を監視したり、自動給餌できたりと、IoT
の恩恵は絶大です。
水産業におけるIoTの恩恵は、漁獲だけではありません。生物で

ある魚はサイズや形が均一でないため、これまで出荷する魚や稚魚
の選別は作業員の手と目で行われてきました。しかし、人間による
作業は労力がかかり、現在ではIoTとAIを利用した自動選別システ
ムの開発が進んでいます。また、鮮度が命の魚にとって流通システ
ムの効率化は非常に重要です。IoTを活用し、水揚げから輸送、販
売までの流通システム全体を効率化する試みが始まっています。

熟練者の経験と勘に頼らない漁業の“見える化”

水産業で期待される
IoT活用

014
IoTが養殖業を自動化する

▲現状で自動化されているのは、選別を最適化するためのポンプの水量調節のみだが、や
がては選別作業自体もIoT＋AIで実現することだろう。

▲従来の養殖では作業員の経験や勘に頼るところが多かったが、IoTを活用することでデー
タに基づいた作業が可能となり、品質向上や効率的な漁獲につながる。

近畿大学生産研究所による稚魚選別システムの概念図
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空

空 空

満

排水状態を監視して 
詰まりや故障を即座
に検知

人感センサーで急病
などの異常を検知

ドアの開閉／施錠の有無で
使用中かどうかを検知

収集した情報を
クラウドに送信

感圧センサーで利用
時間を監視して洗浄
水量を調整

重量センサーで
待ち人数を検知

IoTは産業分野のような大きなステージだけでなく、私たちの日
常生活にも多くの便利さをもたらしてくれます。たとえば、トイレ
や飲食店などの待ち時間です。
トイレのIoT化が注目を集めるようになったのはここ数年です。

駅や商業施設のトイレがIoT化されれば、センサーでドアの開閉状
態を判断して個室の使用状況を確認したり、床に重量センサーを組
み込んでおおまかな待ち人数を把握したりできます。離れた場所に
あるトイレの利用状況がわかれば、1か所に集中する事態を緩和し
て、利用者のストレスも軽減できます。また、トイレの利用状況を
把握できれば、清掃作業の効率化につながり、流量センサーなどを
取り付ければ、詰まりや故障が起きた際にいち早く対応できるなど、
管理側にも大きなメリットがあります。
同様に、IoTは飲食店の空席情報の管理でも力を発揮します。飲

食店の空き状態をインターネット経由で確認できるシステムは珍し
くありませんが、従来型のシステムは空席情報を人の手で端末など
に入力する必要があり、従業員の負担が大きく、更新頻度も高くあ
りませんでした。これに対して、IoTを利用した最新の空席情報管
理システムでは、人感センサーや店内カメラの映像を使って自動判
定してくれるため、従業員の負担はほぼゼロです。
IoTで離れた場所の情報をリアルタイムに自動収集し、インター

ネット経由でかんたんに把握できるようになれば、近い将来、私た
ちの日常から「待ち時間」という無駄がなくなるかもしれません。

「待ち時間」という無駄をなくすIoT

IoTで待ち時間の
ストレスを緩和する

016
利用者・管理者ともにメリットが大きいIoTトイレ

▲飲食店の混雑状況をデジタルサイネージに表示するサービスも。空席状況をリアルタイム
に把握できるため、待ち時間のストレスも緩和できる。

▲駅や商業施設のトイレがIoT化されれば、空室状況だけでなく、緊急時の早期発見や犯
罪防止などにつながる。

飲食店の空き時間もひと目でわかる
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IoT の基本構成

デバイス

ゲートウェイ サーバ

送信デバイスは
信号を
ゲートウェイへ

信号を取り込み
デバイスに指令を出す

ゲートウェイは
デバイスとサーバの
架け橋

▲さまざまなIoTサービスがあるが、基本的に「デバイス」「ゲートウェイ」「サーバ」の連
携によってサービスが成り立っている。

これを見ればかんたん！　IoTシステムの構成要素

これまでの本書の解説で、世の中にどのようなIoTサービスがあ
るのかを把握できたと思います。本節では、それらのサービスを支
えるIoTのしくみを見ていきましょう。IoTを構成する基本要素は
「デバイス」「ゲートウェイ」「サーバ」です。
まず、デバイスというと、一般的にはスマートフォンやパソコン、

タブレットなどの端末の通称ですが、ここでは「デバイス＝センサー
／モノ」とイメージしておくとよいと思います。IoTサービスにお
いて、デバイスは「状況の変化を検知するセンサー」、または「情
報を受け取って動作するモノ」で、たとえば005節のウェアラブル
デバイスであれば、ウェアラブルデバイスがセンサーとなってユー
ザーの心拍数などを検知し、スマートフォンがその結果を表示しま
す。デバイスには入力／送信デバイス、出力／受信デバイスといっ
た呼び方もあります。
次のゲートウェイは、インターネットにデバイスをつなぐ“架け

橋”のような役割を担う装置です。デバイスの中には自らはインター
ネットへの接続機能を持たないものもありますが、ゲートウェイは
そうしたデバイスのサポートを行っています。そしてサーバは、パ
ソコンでもおなじみのサービスを提供する機器ですが、ここでは
「IoTサービスそのもの」と把握しておいてください。
以上の3つの要素からIoTサービスは構成されています。サービ

ス内容はさまざまですが、「デバイス」「ゲートウェイ」「サーバ」
のそれぞれが連携して成り立つことは同じです。

IoTサービスを支える3本の柱

IoTを構成する「デバイス」
「ゲートウェイ」「サーバ」

026

こ
れ
で
わ
か
っ
た
！
　
I
o
T
を
支
え
る
技
術

3
こ
れ
で
わ
か
っ
た
！
　
I
o
T
を
支
え
る
技
術

3

60分でわかる！　IoTビジネス最前線62 63



Bluetooth

RFID

親機親機 子機子機

1つずつ読み取り1つずつ読み取り
一括読み取り一括読み取り

RFIDRFID従来従来

ZigBee
1つのZigBeeネットワーク
に大量のデバイスを接続可能
1つのZigBeeネットワーク
に大量のデバイスを接続可能

▲IoTのカギとなる技術の1つが近距離無線だ。汎用性の高い「Bluetooth」、大量のデバ
イスを接続できる「ZigBee」、多くの情報を一括で読み取れる「RFID」などがある。

IoTを支える「Bluetooth」「ZigBee」「RFID」

近距離無線通信技術とその規格はIoTの土台であり、とくに
「B

ブルートゥース

luetooth」「Z
ジ グ ビ ー

igBee」「R
アールエフアイディー 

F I D」はIoTに欠かせない存在です。
スマートフォンやパソコン周辺機器でもお馴染みの「Bluetooth」
は、2.4GHzの周波数帯を79の周波数チャネルに分割し、電波干渉を
避けるために「周波数ホッピング」というしくみで通信を行う、
「IEEE 802.15.1」の名で規格化された近距離無線通信規格です。通
信速度は最大3Mbpsですが、Ver 3.0で追加された「Bluetooth +HS」
の利用時には、最大24Mbpsの高速通信が可能になりました。通信
距離も、通常は数mから数十m程度ですが、Ver 5.0では最大数百m
まで到達可能となりました。
次に「ZigBee」です。ZigBeeはセンサーネットワークを主目的

とする近距離無線通信規格で、「IEEE 802.15.4」の名で規格化され
た無線通信技術をベースにしています。最大の特徴は、大量のデバ
イスを耐障害性の高い「メッシュネットワーク」で接続可能なこと
です。とくに業務用IoTシステムで広く採用されています。
最後に「RFID（Radio Frequency Identifi cation）」です。

RFIDは「RFタグ（無線タグ）」に記録されている固有IDなどのデー
タを、電波を利用して非接触で読み書きできる技術で、RFタグに
電池を搭載し、タグ側から能動的に通信が可能な「アクティブ型」、
電池非搭載でリーダー／ライタからの電磁波を動力源として稼働す
る「パッシブ型」、両者の機能を合わせ持つ「セミアクティブ型」
が存在します。

IoTを支える「Bluetooth」「ZigBee」「RFID」

IoTで注目される
近距離無線通信と規格
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トランジスタなどで
ドライバ回路作成

モジュールを使用
マイコン
ボード

・高性能で低価格
・高い拡張性
・豊富な情報量
・Model B ／ A, Zero, Compute 
  Moduleという多彩なラインナップ

・シンプルで低価格
・コンパクトで電子工作に最適
・使いやすい開発環境
・Uno, Due, Mega, Micro, Mini,
  Nano, Proという多彩なラインナップ

モーターが変わると
回路設計や組み立ての
やり直しが発生

モーターが変わっても
モジュールを交換する
だけでよい

Raspberry Pi Arduino

051

ひと口にマイコンボードといってもその種類はさまざまです。こ
こでは代表的なマイコンボードを紹介していきます。
R
ラ ズ ベ リ ー

aspberry P
パイ

iは世界中で使われているマイコンボードです。
低価格でありながら性能が十分で、かつ豊富な実績の蓄積により情
報量が多いことが特長です。高性能な「Model B」、コンパクトな
「Model A」、さらに小型の「Zero」、組み込み用の「Compute 
Module」と豊富なバリエーションがそろっています。
A
アルデュイーノ

rduinoは日本国内では電子工作の定番ともいえるマイコン
ボードです。オープンで使いやすい開発環境が整備されており、誰
でもかんたんに開発することができます。多彩なモデルがあります
が、代表的なのが「Uno」で、シンプルな機能に絞られているため
扱いやすく、プロトタイプ開発に向いたデバイスといえます。より
本格的な仕上がりにしたいのであれば「Pro」が、複雑なシステム
開発を行うのであれば「Mega」がおすすめです。
J
ジェットソン

etsonはNVIDIAが提供するマイコンボードです。高性能な
GPU開発で定評あるNVIDIA製であることもあって、自動制御など
AI用途に特化していることが特徴です（052節参照）。
マイコンボードを使う場合は、多種多様なモジュールを利用した

モジュール型開発が主流です。たとえば、モーターを使いたいとき
にモーターモジュールをマイコンボードに組み合わせるといった方
法で、この場合はモーターが変わればモジュールを変更するだけで
済むというメリットがあります。

マイコンボードは特長や目的で選ぶ

【デバイス編】マイコンボードは
どれがよい？

代表的なマイコンボード

モーターの制御を含んだ開発

▲現在は汎用ボードにモジュールを組み合わせる方法が主流となっている。トランジスタ回
路を組む必要がなく、モジュール交換だけで済むため、余計な工程を省くことが可能だ。

▲デバイスを遠隔で管理するためには制御装置が欠かせない。小型で低価格のものも出て
いるため、中小企業でも人気を集めている。
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膨大なデータ

Watson

必要なデータを
取り出しやすい形
式で利用できる

データを蓄積し、
データの加工や
整形、保管を行う

データを収集して
リアルタイムに分
析を行う

データをすぐに活
用できる

機械学習と予測

Watsonの音声認識、画像認識な
どの機能をPaaSで利用できる

機械学習のモデル開発・データ分
析のための統合環境

業界用語などの学習ツールを
SaaSで利用できる

Watson API

Watson Studio

Watson Knowledge
Studio

バ
ッ
チ
処
理

ス
ト
リ
ー
ム
処
理

055

デバイスやセンサーが収集した膨大なデータは、どのように分析
してビジネスに活かすのかという視点を持たなければ、ただのスト
レージの肥やしとなってしまいます。053節や054節で紹介したIoT
プラットフォームはデータ分析のための機能を備えています。ここ
では、そのデータ分析という視点で掘り下げて見ていきます。
Azure IoTは、機械学習と予測のためのさまざまなアルゴリズム

をPaaSという形で利用できます。アルゴリズムは回帰分析や分類、
クラスタリングなど25種類用意されており、集められたデータはま
とめて処理するバッチ処理、常時処理するストリーム処理によって
分析されます。Excelで利用できるようなわかりやすい形で結果を
取り出せたり、Power BIというBI（Business Intelligence）ツール
でリアルタイムに分析したりすることが可能です。
IBM Watson IT Platformは、音声認識、画像認識、文章検索、

照会応答といった機能を、Watson APIでPaaSという形で利用でき
ます。さらに、機械学習のモデル開発・データ分析のための統合環
境である「Watson Studio」、テキストに特化した学習ツール「Watson 
Knowledge Studio」をSaaSという形で利用できます。
そのほかにも、AWS IoTでは、AWSのサービスであるAmazon 

ForecastやAmazon RekognitionといったAIサービスを利用するこ
とができます。
IoTプラットフォームにおけるデータ分析では、クラウドサービ

スの持つAIサービスを利用するのが主流になっています。

IoTプラットフォームのデータ分析へのアプローチ

【クラウド編】データ分析は
ビジネス活用の重要な役割を担う

Azure IoTにおけるデータ収集から活用までの流れ

IBM Cloudの提供するWatson

▲IoT運用には常にデータを収集し、可視化や分析などを行う必要がある。IBM Cloudで
はデータ分析や管理に役立つさまざまなサービスが展開されている。

▲Azure IoTにはデバイスの接続や管理といったさまざまなサービスが含まれている。機械
学習などと連携すれば、より精度の高い予測が可能だ。
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センサーで集めた情報を
可視化・分析

リアルタイムで複数店舗の
データを管理

誰でも持っている
スマートフォンで支払い可能

患者の生体情報を伝送し
スマートデバイスで共有

リアルタイム
データ

業務
最適化

製造

金融

小売

医療

▲IoTは各業界のニーズによりその姿を変え、さまざまなサービスに活用されている。

各業界のIoT活用パターン

より具体的に IoT の活用方法を知るために、業種別でどのよう
に IoTが導入されているのかを見ていきましょう。
まず、小売業では、ビッグデータ収集・分析による「在庫状況や

顧客、商品情報の把握・管理」がキーであると考えられます。こう
した業務は IoT の「可視化」が得意とするところで、リアル店舗
を複数展開する小売業に適しているといえます。たとえば、店舗間
をネットワークでつなぎ、膨大なデータをリアルタイムで収集でき
るようにし、かつ機械学習を応用した解析技術で来客数や購買動向、
在庫数などを見える化すれば、サービスの最適化や事業戦略を具体
的に練ることができます。また、セブン&アイ・ホールディング
スの「オムニ 7」のような、店舗や ECサイト、通販カタログなど
のあらゆる販売チャネルからの購入を可能にするオムニチャネルと
IoTの組み合わせも注目されました。同様に、製造業ではビッグデー
タ活用による可視化によって、生産プロセスの最適化や設備管理、
省エネなどに取り組んでいます。
また、医療業界や金融業界でも IoT の活用が進んでいます。と

くに注目度の高い医療では、患者の体温や心拍数、血圧などの生体
情報をモニタリングし、その情報を各タブレットなどの端末で共有
できるスマートデバイスが製品化されています。また、金融では
F
フィンテック

intech への関心が高まっており、モバイル端末から支払いが可能
な PayPal や Squar、クラウドを使って会計ができる freee などの
クラウド会計ソフトが登場しています。

その姿をさまざまに変えて各業界で活躍するIoT

業種別！　
IoT活用パターンを知る
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オフィスを見える化する「Beacapp Here（ビーキャップヒア）」 

物品の位置を管理できる「Xeye（クロスアイ）」 

クラウド

屋外 屋内

ビーコンを設置する
ことで社員の在席
状況をリアルタイム
に確認できる 

ビーコンを設置する
ことで社員の在席
状況をリアルタイム
に確認できる 

▲IoTを活用することで、人やモノの場所をリアルタイムに把握できるようになり、業務を効
率化することが可能だ。 

「働き方改革」を支えるIoT 

少子高齢化による労働人口の減少と経済のグローバル化に対応す
るため、長時間労働の是正や非正規労働者の待遇改善、ワーク・ラ
イフ・バランスの改善といった「働き方改革」は、今やどの企業に
とっても必須の課題です。そして IoT は、働き方改革でも大きな
ビジネスチャンスとなっています。 
たとえば、「多様で柔軟な働き方」は働き方改革の重要な柱であり、

その一環として、テレワークやフリーアドレスを取り入れる企業が
増えています。こうした動きは今後さらに加速していくと考えられ
ますが、場所にとらわれない働き方ゆえに、社員の居場所や勤務状
況の把握が困難なことが懸念されています。しかし、IoTを活用す
れば、社員の位置情報をかんたんに把握できるようになります。 
また、従来型のオフィスや工場、倉庫でも、IoTによる見える化

は大きな力を発揮します。オフィスや工場ではしばしば、コピー機
やプリンターといったOA機器や、共用の工具や機材、会議室な
どの設備を利用する際に“取り合い”が発生しますが、機器や設備
の位置情報や、利用・稼働状況を IoT で見える化すれば、社員は
空き状況をリアルタイムで把握できます。業務の効率化はもちろん、
社員の負担軽減にも直結するでしょう。 
IoT と AI を利用した業務内容や人員配置、生産・流通・在庫管

理の最適化は、企業の生産性向上や省人化の切り札です。働き方改
革でも IoT活躍の余地は大きく、すでに多くの企業がビジネスチャ
ンスとして活用しています。 

ワークスタイルを変えるIoTの“見える化” 
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IoTと働き方改革 
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